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はじめに 

国立情報学研究所（以下「NII」という。）は、平成 12 年 4 月学術情報センターの改組・転換に

よって設置された大学共同利用機関である。「情報学に関する我が国唯一の学術総合研究所」であ

ると同時に、大学等の教育・研究に不可欠な学術情報基盤整備に関わる事業・サービスを提供し

ている。この研究と事業を車の両輪として、連携・推進しているのが NII の特徴である。とくに

『学術情報基盤の今後の在り方について（報告）』において示された「最先端学術情報基盤（Cyber 

Science Infrastructure: CSI）」は、NII が大学等と連携して推進している「コンピュータ等の

設備、基盤的ソフトウェア、コンテンツ及びデータベース、人材、研究グループそのものを超高

速ネットワーク上で共有」する、学術研究には不可欠な基盤である。NII は、この CSI 構想のも

とに、急速に変化する大学等の教育・研究活動を支援する事業・サービスをさらに強化・高度化

していくことを目指している。 

 

Ⅰ ミッション・中期目標・中期計画 

１ ミッション 

NII は、平成 16 年 4 月から大学共同利用機関法人情報・システム研究機構の「情報に関する科

学の総合研究並びに当該研究を活用した自然及び社会における諸現象等の体系的な解明に関する

研究」を推進するというミッションを共有しつつ、「情報学に関する総合研究並びに学術情報の流

通のための先端的な基盤の開発及び整備」という目的のもとに以下のミッションを掲げ、研究及

び事業・サービスに取り組んでいる。 

１）我が国唯一の情報学の学術総合研究所として情報学という新しい学問分野での「未来価値創

成（学術創成）」をすること 
２）大学共同利用機関として「情報学活動のナショナルセンター的役割」を果たすこと 
３）学術コミュニティ全体の研究・教育活動に不可欠な学術情報基盤（学術情報ネットワークや

コンテンツ）の事業を展開・発展すること 
４）上記の活動を通して「人材育成」と「社会・国際貢献」に努めること 
 
２ 中期目標・中期計画 

１）中期目標 

「２ 共同利用等に関する目標 

・我が国の大学等の学術情報基盤の整備提供を推進する。 

・このために学術研究ネットワーク、先端的学術研究を支援するための超高速研究情報ネット

ワーク及び国際的な学術情報流通に必要な国際接続等の整備とセキュリティを確保した安定

的運用を推進するとともに、我が国の学術情報の国内・国際社会への発信拠点（ポータル）

機能を実現する。」 
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２）中期計画 

「２ 共同利用等に関する目標を達成するための措置 

我が国の大学等の学術情報基盤の整備・流通を行う開発・事業を、ネットワーク、情報コン

テンツ等の直接関連する課題の先進的研究との不可分な両輪運用により実施する」とし、①学

術情報基盤の整備運用事業（ネットワーク関連）、②学術情報基盤の整備運用事業（コンテンツ

関連）、③IT 人材研修事業等を推進することとしている。 

 

３ 事業・サービス推進のための基本的な考え方 

NII は、大学等との連携に基づき、以下の基本的な考え方により事業・サービスを推進するこ

ととしている。 

１）学術情報基盤の高度化・機能向上 

世界に伍す先端的学術情報基盤の構築・整備 

２）学術情報基盤運営連携の推進 

自前主義を排し、連携による効率的・効果的な学術情報基盤の整備 

３）学術情報サービス連携の推進 

NDL、JST 等他の学術情報サービス機関との連携による学術情報基盤の整備 

４）産学連携・社会貢献・国際貢献 

 

Ⅱ 組織 

１ 事務組織（平成 21 年 4 月） 
１）２部５課・１ディレクタ制 
①学術基盤推進部（基盤企画課、学術ネットワーク課、学術コンテンツ課） 
②総務部（研究促進課、会計課） 
③企画推進本部（ディレクタ） 

 
２）チーム制（学術基盤推進部） 
①基盤企画課（総括・連携システムチーム：計算機システム・認証基盤対応、基盤計画チーム：

NAREGI 対応） 

②学術ネットワーク課（SINET 推進チーム、SINET 運用チーム） 

③学術コンテンツ課（図書館連携チーム：CAT/ILL・機関リポジトリ・SPARC/JAPAN・教育研修

事業、コンテンツチーム：学術コンテンツポータル・電子アーカイブ） 

 
２ 研究開発体制（事業系） 

１）学術情報ネットワーク研究開発センター 
２）学術コンテンツサービス研究開発センター 
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Ⅲ 事業・サービス  

１ 最先端学術情報基盤（CSI）の構築・推進 

NII が大学等と連携して構築・推進している CSI は、大学等において急速に変化している教

育・研究環境を支える学術情報流通基盤を整備する事業であり、学術施策の一環として推進さ

れるべきものである。NII では現在以下について重点的に取り組んでいる。 

①大学における情報基盤センター等との連携による、次世代学術情報ネットワーク（SINET3）、

全国的な大学共同電子認証基盤（UPKI）及びグリッド環境（NAREGI）の整備 

②大学図書館等との連携による、次世代学術コンテンツ基盤の整備 

③未来価値創成型の全国情報学研究連合の形成 

 
２ CSI の推進体制 

１）学術情報ネットワーク運営・連携本部 
①ネットワーク作業部会 
②認証作業部会 
③グリッド作業部会 
④高等教育機関における情報セキュリティポリシー推進部会 

 
２）学術コンテンツ運営・連携本部 
①図書館連携作業部会 
 

３ 学術情報ネットワーク 

１）学術情報ネットワークの意義 

①先端的学術連携に不可欠な最先端ネットワーク基盤を提供 

・研究拠点を最大 20Gpbs で接続し、最先端研究のニーズに対応 

【例】国立天文台、核融合科学研究所 

②学術研究・教育活動に不可欠な情報ライフラインの提供 

・接続機関数は 707（平成 21 年 3 月現在）、200 万人以上の研究者・学生が利用 

③国際連携の基盤の提供 

・海外の研究教育ネットワーク（NREN）との接続 

【例】Abilene、GEANT、CA*NET 

 

２）次世代学術情報ネットワーク SINET3（サイネット・スリー）への移行（平成 19 年 6 月～） 

①SINET（インターネットバックボーン）/スーパーSINET（先端的学術研究超高速ネットワーク）

を統合 

 

３）SINET3 の特徴 
①最速 40Gbps（東名阪）の回線速度を実現 
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・基幹回線は 10Ｇbps～40Gbps 

②信頼性の向上 

・基幹回線をループ構成（東日本ループ、中央ループ、西日本ループ） 

③すべての一般ノード（62 ノード）について 1Gbps 以上を実現 

④多様なネットワークサービス 

・マルチレイヤーサービス（専用線、イーサネット、インターネット）の提供 

・レイヤー１オンディマンドサービス（臨時専用線サービス） 

・マルチレイヤーVPN（Virtural Private Network）サービス 

・マルチレイヤーQoS（Quality of Service）サービス 

 
４）ネットワーク利用の推進 
①SINET 利用推進室の設置（平成 19 年 10 月） 

・利用支援、普及・利用促進、調査等 

②SINET3 利用説明会 

・平成 20 年度は全国 7地区で開催 

 

５）国際回線：米国、アジア、ヨーロッパの学術ネットワークとの相互接続 

①北米回線 

・ニューヨーク向け 10Gbps（ニューヨークでヨーロッパ回線と相互接続） 

・ロサンゼルス向け 10Gbps（平成 20 年 4 月に 2.4Gbps から増速） 

②アジア回線 

・シンガポール 622Mbps 

・香港          622Mbps 

 
６）全国大学共同電子認証基盤構築事業（UPKI） 

大学等における認証基盤構築の推進 

① サーバ証明書発行プロジェクト 

・ 大学の Web サーバに対してサーバ証明書を発行 

・ サーバ証明書の意義や必要性の啓発、セキュリティ向上が主な目的 

・ 審査の自動化等の検証のため、平成 21～23 年度の 3年間研究プロジェクトとして実施 

② 学術認証フェデレーション（シングルサインオン）試行運用（平成 21 年 7 月～） 

・ Shibboleth による大学間学術リソース共有及び商用サービスプロバイダとの接続の実証 

・ 平成 20 年度に Science Direct, SCOUPS との連携を実現 

・ RefWorks, EBSCO, Nature, Ovid, Web of Knowledge 等との連携テストを実施中 

・ 21 年度は、フェデレーションの規程（ポリシー）等を作成 

・ ただし、利用するデータや技術は可能な限り運用時と同じものを使用 
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４ 目録所在情報サービス（NACSIS-CAT/ILL） 

１）接続機関数（平成 21 年 3 月末現在） 

サービス名 参加機関数 備 考 

NACSIS-CAT 1,224

(1,208)

大学 708、短大 141、高専 58、大学共同利用機

関 15、その他 195、海外機関 107 

NACSIS-ILL 908

(884)

利用番号を持つ機関数 1083（1,065） 

ILL 相殺サービス 769

(741)

大学 657 、高専 57 、その他 64  

GIF（日米） 
日本側 152

(146)

現物貸借参加は 82 図書館 

北米側 74

(63)

現物貸借参加は 39 図書館 

GIF（日韓） 
日本側 109

(108)

 

韓国側 267

(252)
 

*括弧内は前年同月数

２）蓄積レコード数・処理件数（平成 21年 3月末現在） 

①蓄積レコード数 

図 書 雑 誌 合  計 

書誌レコード

数 

8,700,000 300,000 9,000,000

所蔵レコード

数 

99,800,000 4,400,000 104,200,000

典拠レコード

数 

著者名典拠 統一書名典拠  

1,500,000 28,000 1,528,000

②ILL 処理件数(20年度) *( )は、平成 19年度

文献複写 現物貸借 合 計 

ILL 処理件数（千件） 946(991)  105 (102) 1,051(1,093) 

BLDSC（件） 4,247 (4,965) 386(431) 4,633(5,369) 

・接続端末台数 

約 5,000台 

（ピーク時 6,000

台） 
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③GIF 処理件数                       *( )は、平成 19 年度 

 文献複写 現物貸借 合 計 

日米 ILL/DD 
依頼 1653 (1608) 455 (433) 2104 (2041) 

受付 1303(905) 762 (659) 2065 (1564) 

日韓 ILL/DD 
依頼 98 (82) － 98(82) 

受付 2804(2504) － 2804(2504) 

 

３）遡及入力事業 

NACSIS-CAT 参加館における遡及入力を促進するために平成 16 年度から実施しているプロジ

ェクト。公募によって実施館を募集している。 

平成 19 年度から第 2期 3年間を開始。大学における遡及入力を加速するために、所蔵登録を

中心とする大規模入力の委託事業を開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）課題 

①目録所在情報サービスの問題点への対応 

・「書誌ユーティリティ課題検討プロジェクト」（平成 15－16）による検討 

・「レコード調整方式検討ワーキンググループ」（平成 17）による検討 

・「目録所在情報サービスを対象とする講習会等に関する検討ワーキンググループ」（平成

17－18）による検討 

②次世代目録システムの検討 

・国立大学図書館協会、公立大学図書館協議会からの要望 

・次世代目録 WG による検討 

『次世代目録所在情報サービスの在り方について（中間報告）』（平成 20 年 3 月） 

『次世代目録所在情報サービスの在り方について(最終報告)』（平成 21 年 4月） 

・ERMS 実証実験（平成 19-、9 大学図書館が参加） 

『電子情報資源管理システム（ERMS）実証実験 平成 19 年度報告書』（平成 20 年 3 月） 

『電子情報資源管理システム（ERMS）実証実験 平成 20 年度報告書』(平成 21 年 5 月予定) 

・オープンハウス・ワークショップ 

 年度 採択件数 レコード件数 

 

第 1 期 

平成 16 年度 29 件 152,558

平成 17 年度 53 件 287,222

平成 18 年度 57 件 217,579

第 2 期 平成 19 年度 20 件 280,487

平成 20 年度 18 件 517,847
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５ 学術コンテンツ・ポータル 

１）構成するデータベースとレコード件数 

データベース 収録件数（万件） 備 考 

CiNii（論文情報ナビゲータ） 1,200 引用文献索引データベース、

NII-ELS、雑誌記事索引 

Webcat Plus 1,400 連想検索 

Webcat 900 Web 版総合目録データベース 

KAKEN(科学研究費補助金 DB) 59 採択課題、研究実績報告、研

究成果概要 

NII-DBR（学術 DB リポジトリ） 190 29 データベース 

NII-REO（電子ジャーナルリポジトリ） 351 Springer、OUP、IEEE/CS 

 

２）学術雑誌公開支援事業（平成 21 年 4 月現在） 

①電子図書館サービス 

・学協会との連携 1,082 タイトル（フルテキスト 293 万件、うち 458 タイトルは初号から

電子化） 

②研究紀要公開支援事業（平成 14 年度～20 年度） 

・大学等との連携 研究紀要 5,655 タイトル（フルテキスト 32 万件） 

③新 CiNii の公開(平成 21 年 4 月) 

・検索エンジンの変更 

・インタフェースの刷新 

・外部連携（IR,J-STAGE 等） 

 

３）アーカイブ事業 

①NII-REO の拡大 

・電子ジャーナルから大型デジタルコレクション 

・STM から人文社会科学分野  

②国際連携 

・CLOCKSS (Controlled LOCKSS: Lots of Copies Keep Stuff Safe)への参画（平成 21 年 2

月） 

 

４）ＫＡＫＥＮ（科学研究費補助金データベース） 

①新 KAKEN の開発・公開 

・科学研究費補助金制度改正に伴い、成果報告書及び自己評価報告書を追加 

・機能強化 

- CiNii とのリンク 

- 機関リポジトリとのリンク 
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- 研究者利ゾルバー機能の追加 

 

５）他の情報サービスサービスとの連携・協力 

①科学技術振興事業団（JST）、国立国会図書館（NDL）、医学中央雑誌(医中誌) 

②Google等の検索エンジン（CiNii、KAKEN） 

 

６ 学術機関リポジトリの構築連携支援事業 

CSI事業の一環として委託事業を実施 

１）学術機関リポジトリ構築ソフトウエア実装実験プロジェクト（平成 16年度） 

 

２）第 1期（平成 17年度～平成 19年度） 

①目標 

・機関リポジトリの全国展開 

・先端的な研究開発 

②委託機関 

・領域１：機関リポジトリの構築と運用 

70大学に委託 

・領域２：研究開発 

22テーマ。最終的に 14プロジェクトに集約 

 

３）第 2期(平成 20年度～平成 21年度) 

①目標 

・リポジトリの普及とコンテンツの充実 

・新サービス、利便性向上のための調査・研究・開発 

②重点コンテンツ（学位論文、科研費報告書等） 

 

４）成果報告会 

・平成 18年度成果（平成 19年 7月 3日） 

・平成 19年度成果（平成 20年 6月 12-13日） 

・平成 20年度成果 (平成 21年 7月 9-10日) 

５）機関リポジトリ構築状況（平成 21年 3月末） 

①機関リポジトリ公開機関 102機関 

②蓄積コンテンツ数    60.6万件（JAIRO蓄積レコード数） 

 

６）NIIの役割 

①コンテンツ形成支援 

②システム支援 
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③コミュニティ形成 

・研修（学術ポータル担当者研修） 

・シンポジウム・ワークショップ 

④機関リポジトリ・ポータルＪＡＩＲＯの正式公開（平成 21 年 4 月） 

 
７ 教育研修事業 

１）講習会・研修 

①講習会・地域講習会（目録システム講習会、ILL システム講習会） 

②専門研修（学術ポータル担当者研修、学術情報リテラシー教育担当者研修、大学図書館職員短

期研修、情報処理軽井沢セミナー、ネットワークセキュリティ対策技術研修） 

③国立情報学研究所実務研修 

 

２）講習会の改善（目録所在情報サービスを対象とする講習会等に関する検討ワーキンググルー

プによる検討報告） 

①研修機会の拡大：多様な研修形態の導入 

・e-Learning 手法の導入：セルフラーニング教材の開発・運用 

②講習内容の理解度確認 

・セルフチェックテスト、書誌作成テスト等の導入 

③研修・講習会の変更 

・総合目録 DB 研修の改編 ―＞ NACSIS/CAT ワークショップ、講習会担当者説明会（平成

19 年度～） 

④講習会講師支援 

 
８ 国際学術情報流通基盤整備事業（SPARC Japan） 

日本の学協会等が刊行する学術雑誌の電子化・国際化を強化することによって、学術情報流通

の国際的基盤の改善に寄与することが目的。現在 45 タイトルの英文学術雑誌を選定し、支援活動

を実施している。 

１）事業内容 

①国際連携の推進、②英文論文誌の国際化支援、③編集工程の電子化支援、④ビジネスモデ

ルの創出事業、⑤調査・啓発事業、を推進。 

 

２）事業期間 

①第一期（平成 15 年度から平成 17 年度） 

②第二期（平成 18 年度から平成 20 年度） 

③第三期（平成 22 年度～，平成 21 年度は準備期間） 
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３）事業推進・連携体制 

①国内 

・学協会、大学図書館、科学技術振興機構（JST）との連携 

・国際学術情報流通基盤整備事業運営委員会及び事務局 

②海外 

SPARC、SPARC Europe、BioOne、Project Euclid 

 
４）Advocacy 活動 

①SPARC Japan セミナーの開催（旧連続セミナー）（平成 17 年度以降年数回） 

②SPARC Japan Digital Repositories Meeting 2008（2008.11.17-18） 

・SPARC、SPARC Europe 及び SPARC Japan の共催による国際会議 
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2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

・
平

成
2
0
年

4
月

ロ
ス

ア
ン

ゼ
ル

ス
回

線
を

2
.4

G
bp

s
1
0
G
bp

s

中
継

ノ
ー

ド
（
1
2
拠

点
）

一
般

ノ
ー

ド
（
6
2
拠

点
）

1
G
b
p
s～

2
0
G
b
p
s

1
0
G
b
p
s～

4
0
G
b
p
s

全
国

大
学

共
同

電
子

認
証

基
盤

（
Ｕ

Ｐ
Ｋ

Ｉ）

大
学

間
で

認
証

連
携

を
実

現
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
平

成
1
8
年

～
2
0
年

度
：7

大
学

情
報

基
盤

セ
ン

タ
ー

、
東

工
大

、
K
E
K
、
N
II

平
成

1
8
年

8
月

U
P
K
I 
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

発
足

（ h
tt

p
s:

/
/
u
p
k
i-
p
o
rt

a
l.n

ii.
a
c.

jp
/
）

項
番

事
項

（ワ
ー

ク
パ

ッ
ク

）
内

容
成

果

１
「U

P
K
I共

通
仕

様
」の

作
成

と
配

布
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
数

：
3
0
機

関

２
オ

ー
プ

ン
ド

メ
イ

ン
認

証
局

の
構

築
と

サ
ー

バ
証

明
書

の
発

行

1
0
0
機

関
に

2
,0

0
0

枚
を

発
行

３
大

学
間

無
線

L
A

N
ロ

ー
ミ

ン
グ

の
実

現

7
機

関
で

稼
働

済

４
学

術
認
証
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築

（
シ

グ
サ
イ

オ
）

平
成

2
1
年

度
は

試
行

運
用

を
実

施

A
大

学
認

証
局

B
大

学
認

証
局

共
通

仕
様

の
作

成
に

よ
り

A
大

学
と

B
大

学
の

認
証

局
の

認
証

連
携

を
実

現 W
e
b
サ

ー
バ

W
e
b
 T

ru
st

 C
A

N
II認

証
局

の
承

認
サ

ー
バ

証
明

書
の

発
行

A
大

学
B

大
学

C
大

学 海
外

の
大

学

h
ib

b
l

hID
-
F
F

1
つ

の
ID

で
複

数
の

D
B

に
ア

ク
セ

ス

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

４
（
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
）

行
運

用
を

実
施

５
N
A

R
E
G
I-
C
A

を
利

用
し

た
認

証
局

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

開
発

数
十

機
関

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド

６
S
/
M

IM
E
証

明
書

の
試

験
利

用
約

5
0
0
人

が
活

用

コ
ン

テ
ン

ツ
サ

ー
ビ

ス
S
A

M
L
2
.0

s h
ib

b
o
le

th

電
子

署
名

付
き

メ
ー

ル
，

メ
ー

ル
の

暗
号

化
の

実
現

S
/
M

IM
E
対

応
メ

ー
ラ

ー
の

調
査

L
D

A
P

R
A

D
IU

S
N

A
R

E
G

I-
C

A
無

線
L
A

N
 A

P

シ
ン

グ
ル

サ
イ

ン
オ

ン
（Ｓ

Ｓ
Ｏ

）

sh
ib

b
o
le

th
を

利
用

し
た

大
学

間
の

学
術

リ
ソ

ー
ス

の
共

有
フ

ェ
デ

レ
ー

シ
ョ
ン

（
S
h
ib

b
o
le

th
に

よ
る

認
証

連
携

）
の

構
築

•
米

国
で

は
In

C
o
m

m
o
n
、
英

国
で

は
U
K
 A

cc
es

s 
M

a
n
a
g
em

en
t 

F
ed

er
a
ti
o
n

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
等

へ
の

ア
ク

セ
ス

管
理

（
特

に
リ

モ
ー

ト
ア

ク
セ

ス
）

電
子

ジ
ャ

ナ
ル

等
の

ア
ク

セ
ス

管
理

（
特

に
リ

ト
ア

ク
セ

ス
）

•
E
ls

ev
ie

r 
S
D
, 
E
B
S
C
O
, 
S
p
ri
n
g
er

, 
T
h
o
m

so
n
, 
R
ef

 W
o
rk

s 
な

ど

サ
ー

ビ
ス

Ａ

認 証
サ

ー
ビ

ス
Ａ

Ｓ
Ｐ

Ｓ
Ｐ

サ
ー

ビ
ス

毎
の

認
証

連
携

認
証

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

サ
ー

ビ
ス

Ｂ

サ
ー

ビ
ス

Ｃ

認 証 認 証

サ
ー

ビ
ス

Ｂ

サ
ー

ビ
ス

Ｃ

認 証

Ｉｄ
Ｐ

Ｓ
Ｐ Ｓ
Ｐ

フ
ェ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン
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シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
の
利
用
例

電
子

コ
ン
テ
ン
ツ
の
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン

S
h
ib
b
o
le
th
の
ID
/
パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
C
iN
iiを

は
じ
め
、
複
数
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
１
度
の
認
証
で
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
。

IP
ア
ド
レ
ス
認
証
で
は
実
現
で
き
な
い
「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
利
用
な
ど
、
利
用
者
毎
に
画
面
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
が
可
能

。

S
h
ib
b
o
le
th
入

口
S
h
ib
b
o
le
th
入

口

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

で
ｸ
ｲ
ﾝ
成

功
S
hi
b
bo

le
th
経

由
で
ﾛ
ｸ
ﾞｲ
ﾝ
成

功
所
属
大
学
の
サ
ー
バ
で
認
証

一
度

認
証

に
成

功
す
る
と
､

ブ
ラ
ウ
ザ
を
閉

じ
な
い
限

り
異

な
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
も

ＩＤ
／

パ
ス
ワ
ー
ド
は
不

要

学
術
認
証
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築

シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
（
学
術
認
証
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
：
U
P
K
I-
F
e
d
）

大
学
等
と
Ｎ
ＩＩ
が
連
携
し
て
、
S
h
ib
b
o
le
th
に
よ
る
学
術
認
証
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
構

築
・

運
用
、
国
全
体
の
学
術
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
を
実
現

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
学
術
リ
ソ
ー
ス
の
ア
ク
セ
ス
を
、
S
h
ib
b
o
le
th
認
証
基
盤
で
実
現

A
大
学

大
学

Ｉｄ
Ｐ

B
大
学大
学

Ｉｄ
Ｐ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

大
学

／
商

用
Ｓ
Ｐ

学
術
認
証
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

計
算

資
源

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

14
運
用
機
関
（
Ｎ
ＩＩ
）

C
大
学

D
大

学
共

同
利

用
機

関

Id
P
（
認

証
サ

イ
ト
）
未

構
築

の
大

学
、
大

学
共

同
利

用
機

関
対

応
の
共

同
Id
P
を
運
用

共
同

Id
P

(認
証
サ
ー
バ

)の
運
用

運
用

規
程

作
成

、
参

加
調

整
技
術
サ
ポ
ー
ト

海
外
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携

フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
運

営

学
術

コ
ン
テ
ン
ツ
事
業

N
A
C
S
IS
-C
A
T
/
IL
L

学
術

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築

連
携
支

援
事
業

国
際

学
術

情
報

流
通

基
盤

整
備

事
業

G
eN

ii（
C
iN
ii/

K
A
K
E
N
）

電
子

ア
ー
カ
イ
ブ

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

学
術

コ
ン
テ
ン
ツ
基

盤

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書
館
職

員
長

期
研

修
平

成
2
1
年

7
月

9
日

大
学

等
の
学
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要
と
す
る
学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
を
大
学

等
と
の
連
携
し
て
確
保
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
発
信
す
る
。
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N
A
C
S
IS
-C
A
T

共
同
分
担
目
録
方
式
に
よ
る
目
録
業
務
の
軽
減
化
と
総
合
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
よ
る
相

互
利

用
の
推
進

サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
、
2
4
年
。
参
加
機
関
、
登
録
件
数
は
順

調
に
増
加

（2
0
0
9
.4
に
図

書
所

蔵
で

1
億
件
突
破
）
。
し
か
し
、
一
方
で
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

課
題

の
検
討

「
書
誌

課
題
検
討

プ
ジ

ク
「
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
課
題
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

次
世
代
目
録
所
在
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
の
検
討

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書

館
職

員
長

期
研

修
平

成
2
1
年

7
月

9
日

N
A
C
S
I
S
-
I
L
L

文
献

複
写
依
頼
件
数
の
減
少
傾
向
は
続
い
て
い
る
。
1
0
0
万
件
を
切
る
。

現
物

貸
借
は
微
増
。

国
立

大
学
は
平
成
1
2
年
度
以
降
減
少
が
続
い
て
い
る
。

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

次
世

代
目

録
所

在
情

報
サ

ー
ビ

ス
の

在
り

方

図
書

館
連

携
作

業
部

会
次

世
代

目
録

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
の

検
討

大
学

図
書

館
関

係
者

、
図

書
館

情
報

学
研

究
者

、
N
II関

係
者

『次
世

代
目

録
所

在
情

報
サ

ー
ビ

ス
の

在
り

方
に

つ
い

て
（最

終
報

告
）』

（平
成

2
1
年

3
月

）
長

中
期

的
視

点
か

ら
の

今
後

の
目

録
所

在
情

報
サ

ー
ビ

ス
の

在
り

方
を

考
え

る
。

最
終

報
告

２
．
シ

ス
テ

ム
：デ

ー
タ

構
造

と
デ

ー
タ

連
携

デ
ー

タ
構

造
•

国
内

外
の

標
準

化
動

向
の

考
慮

•
抜

本
的

見
直

し
は

標
準

化
が

確
定

し
て

か
ら

デ
ー

タ
連

携
•

A
P
Iの

公
開

最
終

報
告

理
念

で
あ

る
「共

同
分

担
目

録
方

式
」は

基
本

的
に

維
持

す
る

１
．
資

料
：電

子
情

報
資

源
へ

の
対

応
新

た
な

資
源

発
見

シ
ス

テ
ム

の
構

築

Ｅ
Ｒ

Ｍ
Ｓ

と
の

連
携

・デ
ー

タ
交

換

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

３
．
運

用
：体

制
の

抜
本

的
見

直
し

外
部

書
誌

デ
ー

タ
の

活
用

書
誌

作
成

の
効

率
化

・品
質

向
上

•
T
R
C
M

A
R
C
に

よ
る

実
験

新
た

な
運

用
体

制
の

見
直

し
•

参
加

機
関

の
増

加
と

大
学

図
書

館
の

業
務

体
制

変
化

へ
の

対
応

E
R
M

S
実

証
実

験

目
的
E
R
M

S
の

日
本

に
お

け
る

導
入

可
能

性
の

検
証

次
世

代
目

録
所

在
情

報
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
電

子
情

報
資

源
の

取
り

扱
い

検
証

実
証

用
シ

ス
テ

ム
V
er

d
e（

E
x

L
ib

ri
s）

V
er

d
e（

E
x
 L

ib
ri
s）

3
6
0
 R

es
o
u
rc

e 
M

a
n
a
g
er

 （
S
er

ia
ls

 S
o
lu

ti
o
n
）

実
験

期
間

平
成

1
9
年

度
-2

0
年

度

参
加

機
関

平
成

1
9
年

度
•

北
海

道
大

学
、
東

北
大

学
、
筑

波
大

学
、
千

葉
大

学
、
名

古
屋

大
学

、
京

都
大

学
、
九

州
大

学
*
、
慶

応
義

塾
大

学
*
、
早

稲
田

大
学

*

平
成

2
0
年

度

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

•
一

橋
大

学
、
大

阪
市

立
大

学
、
農

林
水

産
研

究
情

報
セ

ン
タ

ー
、
札

幌
医

科
大

学
*

（
*
は

オ
ブ

ザ
ー

バ
）

報
告
２
０
年

度
報

告
書

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.n
ii.

a
c.

jp
/
C
A

T
-I
L
L
/
a
bo

u
t/

in
fo

ca
t/

pd
f/

er
m

s_
re

p
o
rt

_h
2
0
.p

df

平
成

2
1
年

度
～

実
証

実
験

は
終

了
、
E
R
D
B
構

築
へ

の
協

力
を

前
提

に
シ

ス
テ

ム
を

提
供

国立情報学研究所の戦略　57



遡
及
入
力

事
業

第
１
期

平
成
1
6
年
度
～
平
成
1
8
年
度

書
誌
作
成
の
促
進
：

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
多
言
語
資
料
を
対
象

第
２
期

平
成
1
9
年
度
～
平
成
2
1
年
度

大
学
等

に
お
け
る
遡
及
入
力
の
促
進
（委

託
事
業
）

大
学
等

に
お
け
る
遡
及
入
力
の
促
進
（委

託
事
業
）

書
誌
作
成
の
促
進 H
.1
5
末

第
1
期

H
.1
6
-H
.1
8

第
2
期

H
.1
9
-H
.2
1

第
3
期

H
.2
2
-H
.2
4

第
4
期

H
.2
5
-H
.2
7

第
5
期

H
.2
8
-H
.3
0

期
末
要
登
録
冊
数

5
,5
0
0

4
,7
2
0

3
,5
2
0

2
,3
2
0

1
,1
2
0

0

C
A
T
所
蔵
件

数
7
,0
0
0

9
,0
0
0

1
1
,0
0
0

1
2
,7
0
0

1
4
,4
0
0

1
6
,0
0
0

遡
及
入
力
対
象
の
見
込
み

第
１
期

第
2
期

H
.1
6

H
.1
7

H
.1
8

H
.1
9

H
.2
0

採
択
件
数

2
9

5
3

5
7

2
2

1
8

レ
コ
ー
ド
件

数
1
5
2
,5
5
8

2
8
7
,2
2
2

2
1
7
,5
7
9

2
8
6
,9
8
5

5
1
7
,8
4
7

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書

館
職

員
長

期
研

修
平

成
2
1
年

7
月

9
日

学
術

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
構

築
連

携
事

業

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
と
は

大
学
等
の
研
究
機
関
が
、
そ
の
知

的
生

産
物

を
電

子
的

形
態

で
集
積
し
、
保
存
し
、
無

料
で
公
開
す
る
た
め
に
設
置

す
る
電
子

ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
に
蓄

積
さ
れ

る
コ
ン
テ
ン
ツ
例

•
学
術
論
文
、
プ
レ
プ
リ
ン
ト
、
テ
ク
ニ
カ
ル
レ
ポ
ー
ト
、
学
位
論
文
、
学
会
発
表
資
料
、
教
材
、
各
種

デ
ー
タ

類
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

2
つ
の
戦

略
的

方
向

性
•

学
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（シ

ス
テ
ム
）の

変
革

•
大
学
の
社
会
的
、
公
共
的
価
値
の
向
上

主
題

リ
ポ
ジ
ト
リ
、
資

料
タ
イ
プ
別

リ
ポ
ジ
ト
リ
等
も

前
史
：
機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
実
装
実
験

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
平
成
1
6
年
度

）

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書
館
職

員
長

期
研

修
平

成
2
1
年

7
月

9
日

前
史
：
機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
実
装
実
験

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
平
成
1
6
年
度

）
参
加
機
関
：
北
海
道
大
学
、
千
葉
大
学
、
東
京
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
九
州
大

学 導
入
実
験
、
試
行
運
用
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
導
入
手
引
書
の
作
成

各
大
学
等
に
お
け
る
円
滑
な
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
・
運
用
の
一
助

と
す
る

報
告

書
（
h
tt
p
:/
/
w
w
w
.n
ii.
a
c.
jp
/
m
et
a
d
a
ta
/
ir
p
/
N
II-
IR
P
re
p
o
rt
.p
d
f ）

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
委
託
事
業

第
1
期

期
間

平
成
1
7
年
度
～
平
成
1
9
年
度

目
標 機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
全
国
展
開

先
端
的
な
研
究
開
発

委
託

方
式

平
成
1
8
年
度
よ
り
公
募
制
を
採
用

委
託

機
関

平
成

1
7
年

度
1
9
大

学
平
成
1
8
-1
9
年
度
委
託
領
域

•
領

域
１
：

7
0
大

学
に
委

託
（
平

成
1
8
年
度

5
7
大

学
、
平

成
1
9
年
度

1
3
大

学
を
追

加
）

•
領
域
２
：

2
2
テ
ー
マ
を
採
択
（
平
成
1
9
年
度
に
1
4
テ
ー
マ
に
集
約

）

報
告

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書

館
職

員
長

期
研

修
平

成
2
1
年

7
月

9
日

報
告
学
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
新
た
な
地
平

•
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
連
携
支
援
事
業

第
1
期
報

告
書

（平
成

2
0
年

1
2
月

）
(h
tt
p
:/
/
w
w
w
.n
ii.
a
c.
jp
/
ir
p
/
a
rc
h
iv
e/

re
p
o
rt
/
p
d
f/
cs
i_
ir
_h
1
7
-1
9
_r
ep
o
rt
.p
d
f)

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
委

託
事

業
第

2
期

期
間

平
成
2
0
年
度
～
平
成
2
1
年
度

目
標
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
普

及
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
新
サ
ー
ビ
ス
、
利
便
性
向
上
の
た
め
の
調
査

、
研
究
、
開
発

対
象

の
拡
大

対
象

の
拡
大

大
学

、
短

期
大

学
、
高

等
専
門

学
校

、
大

学
共

同
利

用
機

関
（平

成
2
1
年

度
追

加
公

募
）

委
託

内
容

重
点

コ
ン
テ
ン
ツ
の
設

定
•

学
位
論
文
、
科
研
報
告
書
、
研
究
報
告
書
等
学
術
機
関
な
ら
で
は
の
コ
ン
テ
ン
ツ

複
数
機
関
に
よ
る
共
同

リ
ポ
ジ
ト
リ
提
案

も
可
（分

担
機

関
、
連
携
機
関
）

そ
の
他 自
己

調
達

資
金

の
重

視
自
立
的
な
事
業
展
開

を
期
待

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書
館
職

員
長

期
研

修
平

成
2
1
年

7
月

9
日

•
自
立
的
な
事
業
展
開

を
期
待

経
費
使
途
に
つ
い
て
の
制
約

公
募

の
結

果
採

択 •
領
域
１

7
4
機
関
（平

成
2
0
年
度
か
ら
の
継

続
：6

6
機
関
，
平
成
2
1
年
度
追
加

：8
機
関
）

•
領

域
２

2
1
件

58　国立情報学研究所の戦略



我
が
国
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
公
開
数

2
6
2
6

1
0
0

1
2
0

o
th
e
r

H
2
0

H
1
9

H
1
8

平
成
2
0
年
4
月

8
3
IR
s

平
成
2
0
年
4
月

1
0
8
IR
s

平
成
2
1
年
5
月
末

1
0
8
IR
s

平
成
1
8
年
4
月

1
9
IR
s

3
3
3
4
3
5
3
5
3
5
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
3
7
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8
3
8

1
2

2
2

2
2

2
2

4
6

6
7
1
1
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2

0
0

1
1

2
2

2
2

2
2

2
2

3
3

3
3

3
3

3
3

3
4

6
9
1
2
1
3
1
3

5
5

5
5

8
9
1
0
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2

1
2
1
2
1
2
1
3
1
4
1
5
1
5
1
5
1
5
1
5
1
6
1
7

2
2
2
6
2
6

4
0

6
0

8
0

H
1
7

H
1
6

H
18

年
度

10
0％

H
19

年
度

92
％

8
3
IR
s

平
成
1
9
年
4
月

5
2
IR
s

H
2
0
年
度

9
3
％

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

1
1

1
1

2
2

2
2

2
2

3
3

3
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
0

1
1

1
1

1
1

1
1

1
2

3
5

9
9
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
1
1
2
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1

1
2

2
3

3
3

3
4

7
7
1
1

2
3
2
6
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
5
3
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
1

1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
1

1
1

1
1

1
1

1

2
2

2
2

3
3

3
3

3
4

4

0

2
0

H
17

年
度

10
0％

H
16

年
度

10
0％

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
：世

界
の
状

況

世
界
で
構
築
さ
れ
て
い
る
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
：
14

19
日
本
は

76
機
関
が
登
録
済
→
世
界
第

4位
に
位
置
し
て
い
る

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書
館
職

員
長

期
研

修
平

成
2
1
年

7
月

9
日

O
pe

n 
D

O
AR

: D
ire

ct
or

y 
of

 O
pe

n 
Ac

ce
ss

 R
ep

os
ito

rie
s

ht
tp

:/
/w

w
w

.o
pe

nd
oa

r.
or

g/
（
参
照
：
20

09
/0

7/
01

）

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
：コ

ン
テ
ン
ツ
数
の
伸
び

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

IR
D

Bコ
ン
テ
ン
ツ
分
析
シ
ス
テ
ム

ht
tp

:/
/i

rd
b.

ni
i.a

c.
jp

/a
na

ly
si

s/
in

de
x.

ph
p

（
参

照
：
20

09
/0

6/
30

）

コ
ン
テ
ン
ツ
の
状

況
：本

文
の
割
合

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
数

：1
13

 コ
ン
テ
ン
ツ
数
：
68

4,
72

6件
（
本

文
：7

0.
0％

）

資
料

の
種

別
コ
ン
テ
ン
ツ

の
数

本
文

の
割

合

学
術

雑
誌

論
文

1
8
5
8
8
8

3
6
.7
%

学
位

論
文

3
8
2
3
2

9
4
5
%

2
%

4
%

0
%
1
%0
%

0
%

1
1
%

学
位

論
文

3
8
2
3
2

9
4
.5
%

紀
要

論
文

2
7
5
2
9
8

9
0
.4
%

会
議

発
表

論
文

4
4
9
4
7

1
6
.1
%

会
議

発
表

用
資

料
1
7
1
8

9
9
.2
%

図
書

1
5
4
9
7

4
3
.7
%

テ
ク
ニ
カ
ル
レ
ポ
ー
ト

3
0
9
7

9
6
.0
%

研
究

報
告

書
1
1
2
5
0

8
6
.0
%

一
般

雑
誌

論
文

2
7
3
4
0

8
0
.1
%

プ
レ
プ
リ
ン
ト

2
5
9

9
4
.2
%

教
材

4
0
0
2

3
9
.9
%

2
7
%

6
%

4
0
%

7
%

0
%
2
%0
%

4
%

1
1
%

学
術
雑
誌
論
文

学
位

論
文

紀
要

論
文

平
成
2
1
年
度
大
学
図
書
館
職

員
長

期
研

修
平

成
2
1
年

7
月

9
日

IR
D

Bコ
ン
テ
ン
ツ
分
析
シ
ス
テ
ム

ht
tp

:/
/i

rd
b.

ni
i.a

c.
jp

/a
na

ly
si

s/
in

de
x.

ph
p

（
参

照
：
20

09
/0

6/
30

）

デ
ー
タ
・デ

ー
タ
ベ
ー
ス

5
9
8

7
6
.9
%

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

8
2
5
.0
%

そ
の
他

7
6
5
9
2

9
6
.2
%

合
計

6
8
4
,7
2
6

7
0
.0
%

学
術
雑
誌
論
文

学
位

論
文

紀
要

論
文

会
議
発
表
論
文

会
議

発
表

用
資

料
図

書

テ
ク
ニ
カ
ル
レ
ポ
ー
ト

研
究

報
告

書
一

般
雑

誌
論

文

プ
レ
プ
リ
ン
ト

教
材

デ
ー
タ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

そ
の
他

平
成

21
年

6月
末

収
録
コ
ン
テ
ン
ツ
数
：

68
万
件
以
上

68
万
件
以
上
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機
関

リ
ポ

ジ
ト
リ

構
築

連
携

支
援

：
N
IIの

役
割

財
政

的
支

援
機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

普
及

促
進

各
機

関
に

お
け

る
自

立
支

援

シ
ス

テ
ム

的
支

援
メ

タ
デ

ー
タ

標
準

・
規

則
の

整
備

人
材

養
成

人
材

養
成

各
種

講
演

会
、
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

の
開

催
機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

担
当

者
向

け
研

修
（学

術
ポ

ー
タ

ル
研

修
）

機
関

リ
ポ

ジ
ト
リ

ポ
ー

タ
ル

（J
A

IR
O
）
の

提
供

（平
成

2
1
年

4
月

1
日

～
正

式
公

開
）

ﾒ
ﾀ

JA
IR

O

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

本
文

各
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ

ﾃ
ﾞｰ
ﾀ

H
ar

ve
st

in
g

C
iN

ii連
携

（論
文

メ
タ

デ
ー

タ
）

コ
ン

テ
ン

ツ
分

析
ツ

ー
ル

・機
関

別
、
コ

ン
テ

ン
ツ

タ
イ

プ
別

統
計

博
士

論
文

ワ
ン

ス
ト
ッ

プ
ポ

ー
タ

ル
構

築

博
士
論

文
登

録
シ
ス
テ
ム

●
利
用

者

博
士

論
文

の
網

羅
的

な
ア

ク
セ

ス
と

電
子

化
へ

の
強

い
要

望
大

学
図

書
館

、
国

立
国

会
図

書
館

及
び

N
IIに

よ
る

学
位

論
文

電
子

化
の

諸
問

題
の

検
討

へ
の

対
応

博
士

論
文

の
利

活
用

の
利

便
性

を
飛

躍
的

に
向

上

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
持

た
な
い
大

学

博
士
論

文
台
帳

D
B

博
士
論
文

共
同
デ
ポ

本
文

ﾒ
ﾀ
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ

ﾒ
ﾀ
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ

検
索

サ
ー
バ

ID
付
与

シ
ス
テ
ム

博
士

論
文

ポ
ー
タ
ル
構
築

ID
付
与

シ
ス
テ
ム
構

築

世
界

電
子
学

位
論

文
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト

●
国

際
連

携

●
N

II既
存
サ

ー
ビ
ス
と
の

有
機

的
連
携

●
外

部
サ

ー
ビ
ス
と
の
連
携

授
与

簿
デ
ー
タ

博
士
論
文

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

ポ
ー
タ
ル

台
帳

D
B

 /統
合
機

能
構

築

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

N
II

IR
D

B

ﾒ
ﾀ
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ

台
帳

D
B

（
書
誌

・
リ
ン
ク
情
報

）

IR 機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ
を
持

つ
大

学

本
文

ﾒ
ﾀ
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ

N
II-

D
B

R
初
期

デ
ー
タ

N
D

L
所
蔵
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ

開
発
シ
ス
テ
ム

既
存
シ
ス
テ
ム

※
）国

立
国

会
図

書
館

と
大

学
図

書
館

と
の

連
絡

会
学

位
論

文
電

子
化

の
諸

問
題

に
関

す
る

W
G

「
中

間
報

告
」

（
平

成
20

年
3月

）
に

基
づ

く

国
際

学
術

情
報

流
通

基
盤

整
備

事
業

S
P
A

R
C
（
S
ch

o
la

rl
y
 P

u
b
lis

h
in

g
 a

n
d
 

A
ca

d
em

ic
 R

es
o
u
rc

es
 C

o
a
lit

io
n
) 

 
Ja

p
a
n

目
的

日
本

の
学

協
会

等
が

刊
行

す
る

学
術

雑
誌

の
電

子
化

国
際

化
を

強
化

す
る

と
に

よ

情
報

通
信

系
、
人

文
学

系
、
数

学
系

、
生

物
系

、
物

理
系

海
外 •

S
P
A

R
C
、
S
P
A

R
C
 E

u
ro

pe
、
B
io

O
ne

、
P
ro

je
ct

 E
uc

lid

の
電

子
化

・
国

際
化

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
学

術
情

報
流

通
の

国
際

的
基

盤
の

改
善

に
寄

与
す

る
。

事
業

内
容

•
国

際
連

携
の

推
進

•
英

文
論

文
誌

の
国

際
化

支
援

•
編

集
工

程
の

電
子

化
支

援
•

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

創
出

事
業

•
調

査
・
啓

発
事

業

事
業

期
間

評
価

「大
学

図
書

館
か

ら
見

た
国

際
学

術
情

報
流

通
基

盤
整

備
事

業
パ

ー
ト
ナ

ー
学

会
及

び
パ

ー
ト
ナ

ー
誌

評
価

報
告

」
（h

tt
p:

/
/
w

w
w

.n
ii.

a
c.

jp
/
sp

a
rc

/
pu

b
lic

a
ti
on

s/
re

po
rt

/
）

第
3
期

へ
向

け
て

平
成

2
1
年

度
=
新

た
な

活
動

へ
の

準
備

期
間 機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

と
の

融
合

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

事
業

期
間

第
1
期

（平
成

1
5
～

1
7
年

度
）

第
2
期

（平
成

1
8
～

2
0
年

度
）

事
業

推
進

・
連

携
国

内 •
学

協
会

、
大

学
図

書
館

、
JS

T
と

の
連

携
•

パ
ー

ト
ナ

ー
誌

4
5
誌

•
医

学
系

、
化

学
系

、
機

械
系

、
材

料
系

機
関

リ
ポ

ジ
ト
リ

と
の

融
合

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

形
成

の
あ

り
か

た
検

討

国
際

連
携

の
推

進

A
d
v
o
ca

cy
活

動

•
S
P
A

R
C
 J

a
p
a
n
セ

ミ
ナ

ー
2
0
0
9

（
ht

tp
:/

/
w

w
w

.n
ii.

a
c.

jp
/
sp

a
rc

/
ev

en
t/

）

C
iN

ii/
E
L
S

C
iN

ii（
論

文
情

報
ナ

ビ
ゲ

ー
タ

）
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

公
開

（
平

成
2
1
年

4
月

）

ユ
ー

ザ
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

の
刷

新

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

向
上

オ
プ

ン
化

（ウ
ェ

ブ
A

P
Iの

公
開

）
オ

ー
プ

ン
化

（ウ
ェ

ブ
A

P
Iの

公
開

）

電
子

図
書

館
サ

ー
ビ

ス
（N

II-
E
L
S
）

収
録

タ
イ

ト
ル

•
学

協
会

誌
1
,0

8
4
タ

イ
ト
ル

•
フ

ル
テ

キ
ス

ト
件

数
：

2
9
7
万

件

研
究

紀
要

公
開

支
援

事
業

（平
成

1
4
年

度
～

2
0
年

度
）

収
録

タ
イ

ト
ル

C
iN

ii全
体

像

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

録 •
研

究
紀

要
6
,4

5
2
タ

イ
ト
ル

•
フ

ル
テ

キ
ス

ト
件

数
：

3
3
万

件

平
成

2
0
年

度
で

電
子

化
事

業
を

終
了

•
機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

の
進

展

•
登

録
公

開
シ

ス
テ

ム
は

継
続

（公
開

シ
ス

テ
ム

を
有

し
な

い
機

関
対

応
）
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C
iN

ii/
E
L
S
の

利
用

状
況

の
経

年
変

化

平
成

1
9
年

4
月

か
ら

メ
タ

デ
ー

タ
の

G
o
o
g
le

へ
の

提
供

開
始

平
成

2
1
年

4
月

の
本

文
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
件

数
は

、
2
0
0
万

件
超

（前
年

度
の

約
2
倍

）

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

新
K
A

K
E
N
（科

学
研

究
費

補
助

金
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
）

新
K
A

K
E
N
の

開
発

科
学

研
究

費
補

助
金

制
度

改
正

に
伴

う
成

果
報

告
書

及
び

自
己

評
価

報
告

書
の

追
加

機
能

強
化

•
C
iN

iiと
の

リ
ン

ク
、

機
関

リ
ポ

ジ
ト
リ

と
の

リ
ン

ク
•

研
究

者
リ

ゾ
ル

バ
（
試

行
版

）
と

の
連

携

JS
P

S
N

II
大

学

科
研
費

管
理

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

公
開

デ
ー
タ科

研
費

研
究

成
果
の

発
信
と
還

元

電
子

申
請
・
登

録

・
新
成
果
報
告
書

・
自
己
点
検
評
価

科
研

費
成

果
関

連
情

報
（
発

表
論

文
・
研

究
デ
ー
タ
・

科
研

費
成

果
関

連
情

報
（
発

表
論

文
・
研

究
デ
ー
タ
・

論
文
リ
ン
ク

研
究
者
リ
ン
ク

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ

機
関

リ
ポ
ジ
ト
リ

メ
タ
デ
ー
タ
集

約

成
果
関
連

情
報
リ
ン
ク

学
術

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
社
会

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

科
研

費
デ
ー
タ

過
去
分
遡
及
電
子
化

連
携

協
力

旧
成

果
報

告
書

（
過

去
分

）

成
果

関
連

情
報

の
登

録

電
子

申
請

登
録

統
合
シ
ス
テ
ム

研
究

機
関

研
究
者

研
究
者

研
究
者

研
究
者

申
請
・
登
録

検
索

・
参

照

（
発

表
論

文
研

究
デ

タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

音
声

・
映

像
情

報
等

）
の

収
集

・
蓄

積

（
発

表
論

文
研

究
デ

タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

音
声

・
映

像
情

報
等

）
の

収
集

・
蓄

積

国
立
国
会
図
書
館

電
子

ア
ー

カ
イ

ブ
事

業

N
II-

R
E
O
の

拡
大

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
か

ら
大

型
デ

ジ
タ

ル
コ

レ
ク

シ
ョ
ン

S
T
M

か
ら

人
文

社
会

科
学

分
野

S
か

ら
人

文
社

会
科

学
分

野

大
学

図
書

館
等

と
連

携
し

た
共

同
導

入
•

H
o
u
se

 o
f 

C
o
m

m
o
n
s 

P
a
rl
ia

m
en

ta
ry

 P
a
p
er

s 
O
n
lin

e 
(H

C
P
P
)

•
順

次
、
人

文
社

会
科

学
系

電
子

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
導

入
を

検
討

国
際

連
携

国
際

的
な

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
長

期
保

存
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
連

携

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

C
L
O
C
K
S
S

(C
o
n
tr

o
lle

d 
L
O
C
K
S
S
: 
L
o
ts

 o
f 

C
o
p
ie

s 
K
ee

p
 

S
tu

ff
 S

a
fe

）の
ア

ジ
ア

ノ
ー

ド
と

し
て

の
役

割
•

1
1
大

学
図

書
館

等
と

1
4
出

版
社

の
共

同
運

営
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

•
世

界
で

1
5
の

ノ
ー

ド
を

設
置

N
II電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

リ
ポ

ジ
ト
リ

（2
0
0
3
-）

（
N
II-

R
E
O
：N

II 
R
ep

o
si

to
ry

 o
f 

E
le

ct
ro

n
ic

 
jo

u
rn

a
ls

 
a
n
d

O
n
lin

e
p
u
bl

ic
a
ti
o
n
s

）

N
II-

R
E
O
（N

II電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
リ

ポ
ジ

ト
リ

）

a
n
d
 O

n
lin

e 
p
u
bl

ic
a
ti
o
n
s 

）
複

数
の

大
学

等
や

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
が

購
読

契
約

し
た

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

コ
ン

テ
ン

ツ
を

統
合

的
に

搭
載

し
、

安
定

的
・
継

続
的

な
提

供
を

行
う

サ
ー

ビ
ス

大
学

等
と

の
共

同
購

入
に

よ
り

、
大

学
側

に
価

格
決

定
権

を
確

保
し

、
経

済
的

に
コ

ン
テ

ン
ツ

を
導

入
。

安
定

的
利

用
lo

ca
l 
h
o
st

in
g
と

恒
久

的
保

存
lo

n
g
 t

er
m

 

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

p
re

se
rv

a
ti
o
n
を

実
現

ラ
イ

ト
ア

ー
カ

イ
ブ

（
契

約
機

関
は

常
時

ア
ク

セ
ス

可
能

）

メ
タ

デ
ー

タ
は

無
償

一
般

公
開

G
o
o
g
le

連
携
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C
L
O
C
K
S
S
と

の
連

携
協

力

C
L
O
C
K
S
S
（C

o
n
tr

o
lle

d 
L
O
C
K
S
S
）と

は
ス

タ
ン

フ
ォ

ー
ド

大
学

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
L
O
C
K
S
S
（
L
o
ts

 o
f 

C
o
p
ie

s 
K
ee

p
 

S
tu

ff
 S

a
fe

）
技

術
を

利
用

し
た

大
規

模
保

存
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

際
的

か
地

的
分

散
た

ダ
ク

カ
ブ

方
式

国
際

的
か

つ
地

理
的

に
分

散
し

た
ダ

ー
ク

ア
ー

カ
イ

ブ
方

式

世
界

に
１
５
の

ア
ー

カ
イ

ブ
ノ

ー
ド

を
設

置
計

画

2
0
0
6
年

か
ら

2
年

間
は

試
行

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
，

2
0
0
8
年

以
降

は
正

式
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

米
国

を
中

心
と

す
る

大
学

等
1
1
機

関
及

び
1
4
出

版
社

で
運

営
（2

0
0
9
年

6
月

現
在

）
参

加
機

関
：

N
II，

S
ta

n
fo

rd
 U

n
iv

er
si

ty
，
In

di
a
n
a
 U

n
iv

er
si

ty
，

U
n
iv

er
si

ty
 o

f 

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

A
lb

er
ta

, 
R
ic

e 
U
n
iv

er
si

ty
 ，

U
n
iv

er
si

ty
 o

f 
V
ir
g
in

ia
 ，

N
ew

 Y
o
rk

 P
u
b
lic

 L
ib

ra
ry

，
O
C
L
C
 ，

U
n
iv

er
si

ty
 o

f 
E
d
in

b
u
rg

h
，

A
u
st

ra
lia

n
 N

a
ti
o
n
a
l 
U
n
iv

er
si

ty
，

H
o
n
g
 K

o
n
g
 

U
n
iv

er
si

ty

ト
リ

ガ
ー

イ
ベ

ン
ト
の

実
例

2
0
0
8
年

1
月

，
S
A

G
E
 P

u
b
lic

a
ti
o
n
sの

“
G
ra

ft
”
出

版
中

止
時

に
C
L
O
C
K
S
S
の

ア
ー

カ
イ

ブ
か

ら
公

開

IT
人

材
育

成
事

業
教

育
研

修
事

業

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

教
育

研
修

事
業

講
習

会
・研

修
の

開
催

状
況

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

時
代

か
ら

延
べ

2
.3

万
人

以
上

の
図

書
館

職
員

、
情

報
担

当
者

が
参

加

事
業

に
関

連
し

た
研

修
（
C
A

T
, 
IL

L
）か

ら
、
専

門
研

修
へ

拡
大

図
書

系
講

習
会

・研
修

へ
の

参
加

者
が

全
体

の
8
8
%

教
育

研
修

受
講

状
況
（
学

術
情

報
セ
ン
タ

期
を
含

む
）

1
0
,3
3
3

1
1
,6
7
8

1
3
,2
4
7

1
4
,6
4
1
1
5
,5
7
5
1
6
,5
9
2
1
7
,6
3
6

1
8
,7
7
4

1
9
,8
6
8

2
1
,0
6
2

2
2
,3
2
7

2
3
,5
2
8

9
9
2

1
,1
1
9

1
,3
1
8

1
,6
8
0

1
,4
9
2

1
,4
9
2

1
,3
4
5

1
,5
6
9

1
,3
9
4

9
3
4

1
,0
1
7

1
,0
4
4

1
,1
3
8

1
,0
9
4

1
,1
9
4

1
,2
6
5

1
,2
0
1 1
5
,0
0
0

2
0
,0
0
0

2
5
,0
0
0

8
0
0

1
0
0
0

1
2
0
0

1
4
0
0

1
6
0
0

1
8
0
0

教
育

研
修

受
講

状
況
（
学

術
情

報
セ
ン
タ
ー
期
を
含

む
）

（
人

）
（
人

）

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

1
3
6

3
6
8

7
3
6

1
,1
1
2

1
,5
6
7

2
,2
4
0

3
,2
3
2

4
,3
5
1

5
,6
6
9

7
,3
4
9

8
,8
4
1

1
3
6

2
3
2

3
6
8

3
7
6

4
5
5

6
7
3

05
,0
0
0

1
0
,0
0
0

0

2
0
0

4
0
0

6
0
0

S
.6
1

S
.6
2

S
.6
3

H
.元

H
.2

H
.3

H
.4

H
.5

H
.6

H
.7

H
.8

H
.9

H
.1
0

H
.1
1

H
.1
2

H
.1
3

H
.1
4

H
.1
5

H
.1
6

H
.1
7

H
.1
8

H
.1
9

H
.2
0

受
講

者
累

積
受

講
者

数

平
成

2
0
年

度
講

習
会

・研
修

開
催

状
況

目
録

シ
ス

テ
ム

講
習

会
、
IL

L
シ

ス
テ

ム
講

習
会

に
セ

ル
フ

ラ
ー

ニ
ン

グ
教

材
を

導
入

・研
修

日
程

の
短

縮
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

系
研

修
の

見
直

し

(平
成

2
0
年

度
）

研
修

名
回

数
受

講
者

数

目
録

シ
ス

テ
ム

講
習

会
9

3
0
3

目
録

シ
ス

テ
ム

地
域

講
習

会
1
3

2
5
5

IL
L
シ

ス
テ

ム
講

習
会

5
1
5
8

IL
L
シ

ス
テ

ム
地

域
講

習
会

1
2
4

N
A

C
S
IS

-C
A

T
/
IL

L
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
1

1
5

学
術

ポ
タ

担
当

者
研

修
2

6
0

研
修

名
回

数
受

講
者

数

大
学

図
書

館
職

員
講

習
会

2
1
2
0

情
報

処
理

軽
井

沢
セ

ミ
ナ

ー
1

8

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
礎

研
修

1
3
0

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

研
修

4
5
4

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

管
理

基
礎

研
4

6
6

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

学
術

ポ
ー

タ
ル

担
当

者
研

修
2

6
0

学
術

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
教

育
担

当
者

研
修

2
1
0
8

ネ
ッ

ト
ワ

ク
管

理
基

礎
研

修 国
立

情
報

学
研

究
所

実
務

研
修

0
0

合
計

4
5

1
,2

0
1

(5
1
)

(1
,2

6
5
)

＊
括

弧
内

は
前

年
度
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目
録

シ
ス

テ
ム

講
習

会
・研

修
の

改
善

１

「目
録

所
在

情
報

サ
ー

ビ
ス

を
対

象
と

す
る

講
習

会
等

に
関

す
る

検
討

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
」に

よ
る

検
討

を
踏

ま
え

て
最

終
報

告
書

（
ht

tp
:/

/
w

w
w

.n
ii.

a
c.

jp
/
h
rd

/
ja

/
ca

t-
tr

-w
g
/
la

st
_r

ep
or

t.
pd

f）

研
修

機
会

の
拡

大
：

多
様

な
研

修
形

態
の

導
入

研
修

機
会

拡
大

多
様

な
研

修
形

態
導

入
e-

L
ea

rn
in

g
手

法
の

導
入

：
セ

ル
フ

ラ
ー

ニ
ン

グ
教

材
の

開
発

対
象

：目
録

シ
ス

テ
ム

講
習

（図
書

、
雑

誌
）
、

IL
L
シ

ス
テ

ム
講

習
、

そ
の

他
補

助
教

材
平

成
1
9
年

度
か

ら
、

講
習

会
で

試
行

、
ま

た
個

人
利

用
、

団
体

利
用

の
モ

ニ
タ

を
実

施
試

行
結

果
は

、
概

ね
良

好
（レ

ベ
ル

、
内

容
、

理
解

度
）

平
成

2
0
年

度
か

ら

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

平
成

2
0
年

度
か

ら
•

講
習

会
に

正
式

導
入

•
平

成
2
0
年

度
か

ら
個

人
利

用
、
団

体
利

用
の

利
用

申
請

受
付

開
始

•
平

成
2
0
年

度
か

ら
研

修
日

程
を

短
縮

し
た

。
目

録
講

習
会

（2
.5

日
）、

IL
L
講

習
会

（1
日

）

目
録

シ
ス

テ
ム

講
習

会
・研

修
の

改
善

２

講
習

内
容

の
理

解
度

確
認

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
テ

ス
ト
（
図

書
、

雑
誌

コ
ー

ス
）

•
平

成
1
8
年

、
1
9
年

度
講

習
会

で
試

行
→

概
ね

好
評

平
成

1
8
年

、
1
9
年

度
講

習
会

で
試

行
概

ね
好

評

•
平

成
2
0
年

度
か

ら
講

習
会

に
正

式
導

入

書
誌

作
成

テ
ス

ト
（
未

実
施

）

研
修

・講
習

会
の

見
直

し
N
A

C
S
IS

-C
A

T
/
IL

L
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、

各
種

W
G
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
協

働
、

実
務

研
修

の
充

実

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

講
習

会
講

師
担

当
者

支
援

模
擬

演
習

、
事

前
見

学
・
講

師
補

助
、

情
報

提
供

他
の

情
報

サ
ー

ビ
ス

と
の

連
携

大
学

図
書

館
国

公
私

立
大

学
図

書
館

協
力

委
員

会
（常

任
幹

事
会

）と
の

業
務

連
絡

会
（年

2
回

）
国

立
大

学
図

書
館

協
会

委
員

会
メ

ン
バ

ー
•

学
術

情
報

委
員

会
、
人

材
小

委
員

会

各
種

会
議

、
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

・実
証

実
験

へ
の

参
加

依
頼

各
種

会
議

、
ワ

キ
ン

グ
グ

ル
プ

実
証

実
験

の
参

加
依

頼
•

学
術

コ
ン

テ
ン

ツ
運

営
・
連

携
本

部
、

図
書

館
連

携
作

業
部

会
（
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

）
、

シ
ン

グ
ル

サ
イ

ン
オ

ン
実

証
実

験
…

国
立

国
会

図
書

館
業

務
連

絡
会

（
年

1
回

）
国

立
国

会
図

書
館

書
誌

調
整

会
議

委
員

科
学

技
術

振
興

機
構

業
務

連
絡

会
（
年

1
回

）

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

業
務

連
絡

会
（
年

1
回

）

N
D
L
-N

II-
JS

T
三

機
関

長
会

談
国

立
国

会
図

書
館

長
、
国

立
情

報
学

研
究

所
所

長
、
科

学
技

術
振

興
機

構
理

事
長

に
よ

る
懇

談
会

連
携

・広
報

N
IIオ

ー
プ

ン
ハ

ウ
ス

2
0
0
9

平
成

2
1
年

6
月

1
2
日

次
世

代
学

術
コ

ン
テ

ン
ツ

基
盤

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催

「電
子

リ
ソ

ス
ア

カ
イ

ブ
の

展
望

」

C
S
I委

託
事

業
報

告
交

流
会

（コ
ン

テ
ン

ツ
系

）

平
成

2
0
年

度
委

託
事

業
（
ht

tp
:/

/
w

w
w

.n
ii.

a
c.

jp
/
ir
p/

ev
en

t/
2
0
0
9
/
d
eb

ri
ef

/
）

•
日

時
：平

成
2
1
年

7
月

9
日

-1
0
日

•
一

般
公

開

第
1
1
回

図
書

館
総

合
展

（予
定

）

平
成

2
1
年

1
1
月

1
0
日

-1
2
日

ム
（
1
1

）

•
「電

子
リ

ソ
ー

ス
ア

ー
カ

イ
ブ

の
展

望
」

•
「ひ

ら
め

き
、
ひ

ろ
が

る
、
知

の
可

能
性

（か
た

ち
）-

C
iN

iiリ
ニ

ュ
ー

ア
ル

と
ウ

ェ
ブ

A
P
Iコ

ン
テ

ス
ト

-
」

展
示

•
プ

ロ
グ

ラ
ム

〔
1
日

目
）

P
t.
1
 リ

ポ
ジ

ト
リ

を
創

る
P
t.
2
 成

果
報

告
（ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

）
P
t.
3
 リ

ポ
ジ

ト
リ

を
育

て
る

P
t.
4
 リ

ポ
ジ

ト
リ

を
知

る

•
プ

ロ
グ

ラ
ム

〔
2
日

目
）

P
t.
5
 リ

ポ
ジ

ト
リ

を
極

め
る

P
t.
6
  
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

：機
関

リ
ポ

ジ
ト
リ

の
更

な
る

普
及

と
新

た
な

価
値

創
出

に
向

け
て

平
成

2
1
年

度
大

学
図

書
館

職
員

長
期

研
修

平
成

2
1
年

7
月

9
日

フ
ォ

ー
ラ

ム
（
1
1
日

）

•
S
P
A

R
C
 j
a
p
a
n
セ

ミ
ナ

ー

「N
IH

 P
u
bl

ic
 A

cc
es

s 
P
o
lic

y
は

受
け

入
れ

ら
れ

た
の

か
（仮

題
）」

•
C
iN

ii
ウ

ェ
ブ

A
P
Iコ

ン
テ

ス
ト

•
電

子
リ

ソ
ー

ス
ア

ー
カ

イ
ブ

の
展

望
P
a
rt

.2

平
成

1
9
年

度
委

託
事

業

（
ht

tp
:/

/
w

w
w

.n
ii.

a
c.

jp
/
ir
p/

ev
en

t/
2
0
0
8
/
d
eb

ri
ef

/
）

•
日

時
：平

成
2
0
年

6
月

1
2
日

-1
3
日

•
一

般
公

開
2
7
6
名

参
加

平
成

1
8
年

度
委

託
事

業
（
ht

tp
:/

/
w

w
w

.n
ii.

a
c.

jp
/
ir
p/

ev
en

t/
2
0
0
7
/
d
eb

ri
ef

/
）

•
日

時
：平

成
1
9
年

7
月

3
日

•
1
7
6
名

参
加
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